
第
八
編
産
業
・
経
済

第
二
章
工

業

市
史
下
巻
に
お
い
て
は
歴
史
的
な
工
業
界
の
流
れ
を
中
心
に
記
述
さ
れ
て
い

る
が
時
勢
の
変
化
に
伴
う
業
界
の
変
遷
も
甚
し
い
と
ころ
か
ら
、
建
設
・
製
造

の
節
を
新
た
に
設
け、
更
に、
第
七
節
発
電
・
ガ
ス
の
表
記
を、
電
力
・
ガ

スと
改
め、
各
節
の
内
容
を
整
理
統
合
し
記
述
し
た
。

第
一
節
味
噌
・
醬
油
醸
造
業

そみ吹山★新 店造醸谷燃

虎谷醸造店

開
村
以
来
、
明
治
・
大
正
に
わ
た

っ
て
数
多く
の
味
噌
醬
油
醸
造
場
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独
特
の
風
味
を
も

って
住
民
の
要
望
に
応
え
て
き
た

が、
戦
争
に
よ
る
企
業
整
備
や
住
民

の
食
感
覚
の
変
化、
醸
造
技
術
・
規

模
の
変
革
等
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
多

く
は
廃
業
の
止
む
な
き
に
至
った
。

平
成
二
年
現
在、
江
部
乙
町
の
虎
谷

醸
造
店
の
み
が
営
業
を
続
け
て
い

る
。

虎
谷
醸
造
店
(江
部
乙
町
西
一
一丁
目
一三
‒
三
九)

大
正
十
一
年
七
月、
呉
服
太
物
商
を
営
む
か
た
わ
ら
醸
造
業
を
始
め
た
が、

昭
和
十
三
年
、
現
在
地
に
お
いて
独
立
し
本
格
的
な
醸
造
業
務
を
開
始し
た。

し
か
し、
時
代
の
流
れ
と
市
民
の
食
生
活
に
お
け
る
質
的
変
化
と
と
も
に
施
設

の
面
か
ら
近
年
に
至
り
味
噌
醸
造
に
の
み
専
念
す
る
こ
と
と
し
、
従
前
ど
お
り

自
家
製
の
麹
を
用
い、
昔
な
が
ら
の
「山
吹
味
噌
」
の
銘
柄
を
も
っ
て
好
評
を

得
て
き
た
。
現
在
は
自
ら
の
店
先
に
置
い
て
販
売
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が、

赤
み、
そ
し
て
無
添
加
の
良
品
と
し
て
愛
用
者
は
多
い
。

第
二
節
及
び
第三
節
は下
巻
に登
載

第
四
節
木

材
業

昭
和
三
十
一
年
一
月
以
来、
西
町
に
お
いて
造
材、
合
板
製
造、
製
材
建
材

の
仕
入
れ
販
売
等
幅
広
く
営
業
し
て
い
た
山
下
木
材
も
昭
和
五
十
六
年
二
月
を

も
っ
て
閉
じ
、
現
在
市
内
に
お
い
て
は
藤
井
製
材
所
の
み
操
業
し
て
い
る。

株
式
会
社
藤
井
製
材
所
(北
滝
の
川
町
一
三
七
五
‒‒七
)

滝
川
市
に
は
か
っ
て
大
規
模
木
工
場
が
各
所
に
あ
り
活
況
を
呈
し
て
い
た
が

近
年
の
経
済
変
動
は
構
造
的
に
も
変
革
を
余
儀
な
く
さ
れ、
木
工
場
と
し
て
営

業
を
続
け
て
いる
の
は
当
社
だ
け
で
あ
る
。

昭
和
二
十
八
年
創
業
の
当
社
は、
昭
和
五
十
八
年
六
月
株
式
会
社
藤
井
製
材

所
と
し
て
組
織
変
更
し
設
立
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る。
営
業
内
容
は
年
間
に

お
いて
六、
〇
〇
〇
立
方
メー
ト
ル
を
製
材
し
、
集
成
材
原
板、

ハ
ウ
ス
メー
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カ
ー
部
材
、
一般
建
築
用
製
材
と
し
て
各
方
面
に
出
荷
し
て
い
る
。

二
代
藤
井
照
也

歴
代
社
長

初
代
藤
井
正
則

第
五
節
及
び
第
六
節
は
下
巻
に
登
載

第
七
節
電
力
・
ガ
ス

市
史
下
巻
第
八
編
第二
章
第
七
節
で
は、
発
電
・
ガ
ス
の
表
記
で
記
述
さ
れ

て
いる
が、
発
電
と
供
給
を
併
記
す
る
こ
と
か
ら
、
電
力
・
ガ
ス
の
表
記
に
訂

正
し
記
述
し
た
。

滝
川
火
力
発
電
所
の
閉
所
と
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
誕
生

第
二
章
工 滝川テクニカルセンター

業

北電テクニカルセンター開所式

昭
和
三
十
五
年三
月
八
日
に
第

一号
発
電
設
備
が
営
業
運
転
を
開

始
し
て
か
ら
、
第
三
号
機
が
停
止

し
た
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
三
十

日
ま
で
、
二
八
年
余
に
わ
た
っ
て

発
電
を
続
け
て
き
た
滝
川
火
力
発

電
所
は
平
成
元
年
三
月
三
十
一
日

を
も
っ
て
閉
所
と
な
っ
た。

同
発
電
所
の
誘
致
に
か
か
る
経

緯
や
施
設
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て

は
、
市
史
下
巻
第
八
編
第二
章
に

詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

滝
川
火
力
発
電
所
は、
神
武
景
気
と
言
わ
れ
た
消
費
革
命
時
代
を
迎
え
増
大

す
る
電
力
需
要
に
対
応
し、
空
知
炭
田
の
低
品
位
石
炭
活
用
と
い
う
期
待
を
に

な
って
建
設
さ
れ
た
も
の
で、
当
時
と
し
て
は
最
新
鋭
の
大
型
石
炭
専
焼
火
力

発
電
所
で
あ
った。

今
回、
閉
所
す
る
に
際
し
て
同
発
電
所
と
滝
川
市
が
協
力

し
て
編
集
し
た
記
念
誌
「滝
川
火
力
」
(A五
判二
三五ペー

ジ)か
ら
、
そ
の
業
務

の
一
部
を
抜
萃
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
二
八
年
間
に
供
給
し
た
電
力
は三
四
〇
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
も
な
り、
昭

和
六
十
二
年
度
中
に
北
海
道
電
力
が
供
給
し
た
電
力
の
ほ
ぼ
二
年
分
に
相
当
す

る
と
い
う
ぼ
う
大
な
量
で
あ
っ
た
。
特
に
操
業
当
初
の
道
内
全
体
の
発
電
量
に

対
す
る
比
重
は
大
き
く、
昭
和三
十
六
年
に
は
滝
川
火
力
の
発
電
量
が
道
内
総

供
給
量
の
四
分
の
一を
占
め
た
ほ
ど
で
あ
っ
た。

ま
た
、
発
電
機
の
運
転
時
間
は
一、
二、
三号
機
と
も
に
一七
万
時
間(普
通

一〇
万
時
間
が
目
標値)

を
越
え
、
使
用
し
た
石
炭
は
一、
八
〇
〇
万
ト
ン
に
達

し
、
地
域
産
炭
地
の
発
展
に
寄
与
し
た
側
面
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

更
に
滝
川
市
の
場
合
は、
発
電
所
の
建
設、
発
電
に
よ
っ
て
多
額
の
税
金
が

市
財
政
を
う
る
お
し
、
財
政
再
建
団
体
に
指
定
さ
れ
た
財
政
危
機
も
急
速
に
改

善
さ
れ
て
、
そ
の
後
の
積
極
的
な
街づ
く
り
を
進
め
る
原
動
力
と
も
な
っ
た
貢

献
度
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か、
温
排
水
の
活
用
に
よ
る
滝
川
駅
の
流

雪
溝、
石
炭
灰
の
フラ
イ
ア
ッ
シ
ュと
し
て
の
活
用、
市
民
の
憩
いの
場
と
し

て
の
北
電
公
園
の
設
置
な
ど
、
地
域
の
経
済、
産
業
、
文
化
の
向
上
に
果
た
し

た
役
割
も
大
き
い
。

な
お、
火
力
発
電
所
の
耐
用
年
数
は
普
通
一五
年
程
度
と
言
わ
れ
て
い
る
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第
八
編
産
業
・
経
済

が
、
滝
川
発
電
所
の
場
合、
保
守
整
備の
充
実
に
よ
っ
て二
八
年
と
い
う
長
い

期
間
中
発
電
で
き
た
こ
と
は
珍
し
い
と
さ
れ
て
い
る
が、
こ
こ
に
も
滝
川
発
電

所
の
存
続
に
最
大
限
の
努
力
を
払
っ
た
会
社の
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る。

し
か
し、
滝
川
発
電
所
の
建
設
後、
砂
川
・
奈
井
江
・
伊
達
な
ど
を
は
じ
め

次
と々
大
型
発
電
所
の
建
設
が
続
き、
最
近
で
は
泊
原
子
力
発
電
所
の
完
成
な

ど
に
よ
り
電
力
需
給
に
関
す
る
状
勢
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
と
、
施
設
の
老

朽
化
に
よ
り
つ
い
に
発
電
停
止、
そ
し
て
閉
所
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

滝
川
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
(総
合
技
術
研
修
所)

滝
川
火
力
発
電
所
閉
所
後
の
施
設、
跡
地
の
利
用
は
ど
う
な
る
こ
と
か
と
関

係
者
一
同
懸
念
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
は
北
海
道
電
力
株
式
会
社

の
総
合
技
術
研
修
施
設
の
拠
点
と
し
て、

「滝
川
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
」
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
が
き
ま
り
愁
眉
を
開
い
た
。

、
発
電
所
の
閉
所
式
は、
平
成
元
年
三
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
が、
こ
の
席

上
公
式
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で、
現
在
の
計
画
段
階
で
は、
三
本
煙
突
と
三
号

発
電
機
は
そ
の
ま
ま
残
し
、
今
後
五
ヵ
年
で
総
額
七
〇
億
円
余
を
投
入
し
て
研

修
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の
概
要
は、
配
電、
工
務
、
火

力
、
土
木、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
五
部
門
に、
そ
れ
ぞ
れ
最
先
端
の
制
御
訓
練
施

設
を
備
え
る
。
そ
の
た
め
に、
研
修
者
の
宿
泊
施
設
も
整
備し
、
年
間三
、
五

〇〇
人
ほ
ど
の
研
修
を
実
施
す
る
予
定
と
言
う
。

当
面、
平
成
二
年
に
は三
号
発
電
機
を
活
用
し
た
保
守
訓
練
な
ど
の
火
力
部

門
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
い
と
し
て
い
る
。

北
海
道
電
力
株
式
会
社
滝
川
営
業
所
(西
町
一丁
目
二
‒
三)

市
民
生
活
に
最
も
身
近
な
電
気
を
供
給
し
て
い
る
北
電
滝
川
営
業
所
は
新

代
曜

二二
代

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建

一、
六
一九
平
方
メ
ー
ト
ル

三
六
八
平
方
メー
ト
ル

着
工
昭
和
六
十
二
年
七
月
八
日

竣
工
昭
和
六
十
二
年
十二
月三
日

滝
川
市
需
要
口
数
(平
成二
年三
月
末
現
在)

二〇
、
二
八
七
口

街
路
灯
四、
九
八
九
口

計
滝
川
市
分
電
気
料
金
(平
成
元
年
度
分
)

三、
四〇
八、
二
三
九
千
円

・
営
業
管
轄
区
域

滝
川
市
・
砂
川
市
・
赤
平
市
・
芦
別
市
・
歌
志
内
市
・
新
十
津
川
町

雨
竜
町
・
上
砂
川
町
・
奈
井
江
町
・
浦
臼
町
の
五
市
五
町

・
職
員
数

所
長
以下
六
九名

〃昭
五五
四

八八

二三代
明
石
要
松
ハ
六
一
・
二

昭
五
八
・
八
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北電営業所

し
い
事
務
所
を
西
町
一
丁
目
に
新

築、
昭
和
六
十二
年
十
二
月
七
日
移

転、
営
業
を
開
始
し
た
。

最
近
の
経
済
発
展
の
動
向
か
ら
電

力
供
給
も
多
様
化
し
そ
の
量
も
増
加

し
て
い
る
が、
明
る
く
快
適
な
生
活

を
求
め
る
市
民
の
要
望
に
応
え
安
全

を
重
点
に
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
力
し

て
い
る
。

営
業
所
概
要

敷
地
面
積

メ
ー
ト
ル

四
、
七
三
〇
平
方

建
物
構
造

延
床
面
積

車
庫
及
び
倉
庫

建
築
年
月
日

営
業
状
況

電
灯

電
力

二
、
六三
九
口

二七、
九
一
五
口

・
歴
代
営
業
所
長平川

房
夫



第
二
章
工

業

三
代
猪
股
栄
三
(昭
五
一・
二
～
現
在)

車
両
一四
台

・
歴
代
社
長

従
業
員
数

二
一
名

設
備

敷
地

•
会
社
概
要

総
売

上
高

(千
円
)

計

簡
易
ガ
ス

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

都
市
ガ
ス

計

簡
易
ガ
ス

プ
ロパ
ン
ガス

都
市
ガ
ス

二
一
九、
九
五
九

四
五
二
、
二
一
一

四
、
八
一
九

二〇
、
四
八
七

四二
六
、
九
〇
五

四、
一〇
九

三二
二
六
四

三
、
八
一三

昭
五
四
年

三
四
八
、
四
四
七

五
二
五、
七
四
〇

四、
四
八
九

四
七、
九
五
九

四
七
三
、
二
九二

四、
九
四
五

三
二

七
四
〇

四、
一七三

昭
五
六
年

三
八
五、
六
三
五

五
七
六
、
七
三
一

四、
七
三
一

八
五、
〇
七
六

四
八
六
、
九
二
四

五、
八
五
三

三
二

一、
一九
一

四、
六二
四

昭
五
八
年

四
〇
四、
六
二
七

六
六
九、
八
六
五

五、
〇
八
〇

一
一八
、
四〇
一

五
四
六、
三
八
四

六、
五
五
六

三二
一、
六
一〇

四、
九
一
四

昭
六
〇
年

四
二
四、
四
八
〇

八
一
八
、
四二
九

五、
四
五
七

二二
五、
二
六
九

五八
七、
七〇
三

七、
三
一
二

三
二

二、
〇
二
六

五
、
二
五四

昭
六
二
年

四
六
七、
〇三
七

八
七
二
、
六
三〇

七、
九
〇
一

二
六三
、
三
九
四

六〇
一、
三三
五

八、
〇
三
五

一
一八

二
、
三三
一

五、
五
八
六

年

・
操
業
状
況
及
び
業
績
の
推
移

滝
川
ガ
ス
株
式
会
社
(新
町
三
丁
目
十
一
番
五
号)

二
六
代

大
槻
一
成

〃昭
六六→・ 一

在二八二

二
五
代

伊
藤
昭
司
平
二
・
二

昭
六
三
・
八

昭
和
五
十
三
年
十二
月、
新
社
屋
の
落
成
と
と
も
に
黒
字
経
営
を
目
指
し
全

社
挙
げ
て
の
再
生
の
努
力
は、
そ
の
後
確
実
に
実
を
結
び
順
調
に
業
績
を
伸
長

さ
せ
て
き
た
。

販

売

(m3) 量 (戸)

需
要
家
戸
数

ガ
ス
強
制
気
化
装
置
八
基

原
料
貯
蔵
タ
ンク

三、
七
二
八
平
方
メ
ー
ト
ル

七
屯

一
基

一〇
屯
二
基、

七
・
四
屯

一
基

滝
川
中
央
工
業
団
地

滝
川
市
発
展
の
た
め
に
地
場
産
業
の
育
成
は
も
ち

ろ
ん
の
こと
で
あ
る
が、
更
に
新
し
い
企
業
の
誘
致
を
は
か
り
産
業
を
振
興
さ

せる
必
要
が
あ
る
。
この
た
め
、
昭
和
四
十
四
年
に
工
業
団
地
と
し
て
、
北
滝

の
川
一
、
三
四
四
番
地
八
八
ヘ
ク
ター
ル
の
う
ち
、
国
道
十二
号
東
側
の
一七

万
五、
四〇
二
平
方
メー
ト
ル
を
造
成
す
る
こ
と
に
決
定
し、
四
十
七
年
に
完
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司
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中空知流通団地

成
を
み
た
の
が
滝
川
中
央
工
業
団
地
で
あ
る
。
そ
の
後、
昭
和
五
十
六
年
に
は

国
道
の
西
側
約
九
万
八
、
五
一
七
平
方
メー
ト
ル
を
造
成
し
、
昭
和
六
十
三年

度
末
で
は
二
四
社
が
操
業
を
し
て
い
る
。

中
空
知
流
通
団
地
(流
通
団
地)

北
海
道
経
済
の
発
展
に
伴
う
物
流
対
策
の

重
要
性
か
ら
、
北
海
道
土
地
開
発
公
社
と
し
て
は、
本
道
縦
貫
高
速
自
動
車
道

の
整
備
促
進
に
併
行
し
て
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
地
区
周
辺
の
秩
序
あ
る
土
地

利
用
と
、
計
画
的
な
開
発
を
意
図
し
、
滝
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
東
町

地
区
に
四
五
ヘ
ク
ター
ル
の
団
地
を
取
得
し
、
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
中
空
知

流
通
団
地と
し
て
造
成
工
事
を
進
め
た。

こ
の
団
地
は、
滝
川
市
都
心
部
か
ら
東
方
約二
・
五
キ
ロ
の
地
点
に
あ
り、

西
側
は
市
道
第
二
授
業
場
通
り
線、
北
側
は
市
道
一
丁
目
線
と二
丁
目
線
の
中

間
線、
東
側
及
び
南
側
は
国
道三
十
八
号
線
に
囲
ま
れ、
昭
和
六
十
三
年
十
月

に
は
団
地
東
側
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
高
速
自
動
車
道
滝
川
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ンジ
が
開
設
さ
れ、
更
に
国
道
十
二
号
のバ
イ
パ
ス
橋
も
平
成二
年
に
は
開

通
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
。

団
地
造
成
以
来、
着
と々
企
業も
進
出し
、
昭
和
六
十三
年
度
末
に
は、
四

四
社
を
数
え
、
ま
た、
周
辺
に
は
一
般
住
宅
も
増
え
は
じ
め
る
な
ど
、
近
い
将

来
に
お
い
て
物
資
需
給
流
通
の
中
心
地
と
し
て
活
況
を
み
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

滝
川
中
央
工
業
団
地
・
中
空
知
流
通
団
地
利
用
状
況

平
成
元
年
度
末現
在

造
成
面
積

団
地
名

中
央
工
業
団
地

通
団

地
流

区一
分

四
四
年
(一
七
六
、
〇
〇
五
・
五
四)

五
六
年(

九
八、
五
一
七
・
〇
四)
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操 業 内 訳 (立地)

公

サ
ー
ビ
ス
業

運
輸
業

製
造
業

卸
・
小
売
業

建
設
業

操
業
社
数

未
分
譲
区
画
数

分
譲
済
面
積

分
譲
済
区
画
数

総
区
画
数

二
七四、

五二
二
・
五
八㎡H○ 二 二 七 四 九

二
四
二三 二
八
五
一

四
四
九、
一三
八
・
八三

二 六 七 五 五 九

四
四

二二
九、

一四二
・
五
九
H

五六 六
七

一二
三

年
中
山
組
が
そ
れ
ぞ
れ
創
業
し
数
多
く
の
業
者
が
競
い
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。

終
戦
後
は
戦
時
中
の
統
制
も
な
く
な
っ
た
こと
か
ら
建
設
業
者
の
乱
立
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
り、
昭
和
二
十
三
年
「中
部
空
知
土
木
建
築
協
会
」
を
結
成

中
山
吉
次
が
会
長
に
就
任、
業
界
の
結
束
を
は
か
り
秩
序
あ
る
発
展
を
期
す
る

べ
く
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
四
年
建
設
業
法
の
施
行
が
あ
り
建
設
業
界
は
日
本
の
戦
後
復
興
と

近
代
化
の
波
に
の
り
そ
の
活
動
の
重
要
性
は
益
大々
き
く
な
っ
た
。
時
代
の

好
・
不
況
の
波
を
も
ろ
に
か
ぶ
ら
ざ
る
を
得
な
い
建
設
業
界
で
は
あ
る
が、
滝

川
に
お
い
て
は
ノ滝
川
建
設
協
会
"
を
軸
に
長
年
に
わ
た
る
実
績
を
基
盤
に
地

域
経
済
の
進
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
。

滝
川
建
設
協
会
(緑
町
一丁
目
一
番
一
号
)

会
協

設
建

滝川建設協会 (建設会館)

昭
和
三
十
七
年
四
月、
土
木
建
築
を
業
と
す
る
も
の
が
相
集
い、
親
睦
を
深

め
相
互
の
連
絡
を
密
に
す
る
中
から

そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
安
定
化
に
つ
と

め、
会
員
の
福
祉
を
向
上
し
更
に
す

す
め
て
業
界
と
し
て
の
社
会
的
使
命

を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の
発

展
に
寄
与
し
よ
う
と
、
滝
川
建
設
倶

楽
部
を
会
員
二
九
社
に
よ
っ
て
設
立

し
発
足
さ
せ
た
の
が
現
協
会
の
出
発

点
と
云
え
る
。
爾
来、
建
設
業
に
関

す
る
調
査
研
究、
各
種
情
報
の
交

換、
諸
官
庁
へ
の
陳
情
な
ど
を
事
業
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業

滝
川
が
拓
か
れ
た
頃
は
石
狩
・
空
知
の
両
河
川
に
挟
ま
れ
た
立
地
点
と
、
道

路
開
削
が
囚
人
た
ち、
開
拓
は
屯
田
兵
に
よ
っ
て
行
わ
れ、
更
に
拓
殖
計
画
が

実
施
段
階
に
入
っ
た
こと
な
ど
か
ら、
兵
屋
の
建
築
、
治
水
土
木
工
事
の
推

進
、
鉄
道
新
線
の
建
設、
道
路
の
改
良、
橋
梁
の
建
設
、
農
業
灌
排
水
工
事
等

が
急
速
に
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
後
こ
れ
ら
事
業
は、
明
治
・大
正
・
昭
和
三
代

に
わ
た
る
広
範
か
つ
長
期
に
建
設
業
界
の
努
力
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
て
き
た
。

明
治三
十
三
年
、
開
拓
一〇
ヵ
年
計
画
が
実
施
に
う
つ
さ
れ
た
こ
と
か
ら
活

気
を
呈
し
た
業
界
で
は、
明
治三
十
九
年
神
部
為
蔵
が
神
部
組
を
創
設
し
滝
川

に
お
け
る
土
木
建
設
業
の
先
鞭
を
つ
け
、
そ
の
後
大
正
十
年
居
林
組、
同
十二

第
九
節
建

設
業

務

一六
三
、
五
一
六
・
一八
H
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産
業
・
経
済

内
容
と
し
て
結
束
を
固
め
努
力
を
続
け
て
き
た
。
昭
和
四
十
一
年
一
月、
名
称

を
滝
川
建
設
協
会
と
改
め、
事
務
局
を
開
設
し
て
事
業
の
本
格
的
な
推
進
を
は

じ
め
た。

昭
和
五
十
六
年、
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
永
年
の
懸
案
で
あ
っ

た
自
前
の
事
務
所
を
建
築
す
る
こと
と
し
、
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
十
五
日、

市
内
緑
町
一
丁
目
一
番
に
滝
川
建
設
会
館
が
竣
工
移
転、
同
年
十
一
月
二
十
六

日、
新
装
成
っ
た
同
会
館
に
お
い
て、
二
十
周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
挙
行
し

た
。滝
川
建
設
協
会
が
独
自
の
会
館
を
持
つ
こ
と
は
長
年
の
夢
で
あ
り
必
要
と
し

た
の
は、
当
協
会
事
務
局
が
北
・
中
空
知
管
内
(六
市
九町
一村)

の
建
設
業
者

(約三
〇
〇
社)
を
会
員
と
す
る
独
立
し
た
二
つ
の
団
体
と
、
中
空
知
(五市
五
町)

建
設
業
連
絡
協
議
会
の
計
三
つ
の
事
務
局
業
務
を
も
担
当
し
て
お
り、
四
団
体

そ
れ
ぞ
れ
の
各
種
会
議、
研
修・
講
習
会、
そ
の
他
行
事
等
を
運
営
し
て
い
く

た
め
に
は
独
自
の
会
館
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
っ
た。
事
務
局
は
現
在
四
名
体

制
を
も
っ
て
各
団
体
の
各
種
事
業
に
対
応
し
て
い
る
が、
そ
の
業
務
内
容
は
広

範
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

平
成
三
年
度
に
協
会
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
る
当
協
会
は、

「地
域
の
発
展

に
貢
献
す
る
ル
を
ス
ロー
ガ
ン
と
し
努
力
し
て
い
る
が、
滝
川
市
のみ
な
ら
ず

北
・
中
空
知
の
建
設
業
界
は
も
と
よ
り
管
内
経
済
界
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
立
場
を
認
識
し
精
進
し
て
い
る
。

・
沿
革

昭
和三
七・

四
四
一
・

滝
川
建
設
協
会
と
改
称

滝川建設協会事務局が扱う事業対象業者の管内位置図
(6市9町1村)

0
0

深名線

0

留萌線 沼田町

秩父別町
北竜町 + 函館本線妹背牛町
雨竜町

深川市
浜益村

日本海 滝川市新十津川町 赤平市
砂川市

歌志内市
札沼線 上砂川町
(奈井江町 芦別市

函館本線
根室本線

竣
工

工
事
費 三
階
二
階

設
備
内
容
三
階

二
階

延
床
面
積

・
建
設
会
館
概
要

ク
四三
・
一
一

昭
和
四
二
・
七昭
和
五
十
六
年
十
一
月
十
五
日

一〇
三
、
九
〇
五
千
円

大
ホ
ー
ル
・
備
品
室
・
給
湯
室

協
会
事
務
局、
会
議
室三
、
更
衣
室
、
給
湯
室

三
五
九
・
一
平
方
メー
ト
ル

三
五
九
・
一平
方
メ
ー
ト
ル

七
一八
・二
平
方
メー
ト
ル

"
五
六・
一一

少
五
六
・
一
一

滝
川
建
設
会
館
竣
工、
移
転

協
会
創
立二
十
周
年
記
念
式
典
挙
行

事
務
局
開
設
(商
工
会
館二
F)

事
務
局
産
経
会
館
に
移
転

・会
員
数

八
七
社
(正
会
員
五
四
社、
準
会
員
三
三
社)

滝
川
建
設
倶
楽
部
設
立
(会
員
二
九
社
)

幌加内町
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・会
員
受
注
額
一覧

!! "

11

" "
五
四・

三
ハ
二一
・

七

〃
三
九
・
三

ク
二
九
・
五

少
二三
・
七

ミ
三八
・
四

少
五
〇
・
四

ク
三
三
・
一二

少
三
三
・
四

ク
五六
・
一〇

ク
二
八
・
四

ク
三
二
・

四

心
二
九
・
二

心
四
七
・
四

か

"1

一
〇・
二
四・
一
七
・

一

少
四
一
・
二

ク
四
一
・
六

昭
和
四
一
.
一〇
一

初
代

・
歴
代
事
務
局
長

二
代
初
代

・歴
代
会
長 年度会員数 会員受注総額(万円)

46 47 1,451,029
47 48 1,912,472
48 50 2,088,807
49 47 2,179,711

50 47 2,502,358
51 48 3,018,782
52 53 3,504,012
53 50 4,026,130
54 53 4,720,034
55 55 5,219,028
56 58 5,512,520

57 60 5,779,629
58 60 5,250,208
59 57 5,143,976

60 56 5,465,581
61 55 5,558,031
62 56 5,818,526
63 5 6,344,651
平元 54 6,031,352

江
部乙
町
西
一
一一
一三
‒
四三

〃

二

〃四
五・
二

緑
町
四━‒‒‒―二

五
昭
和三
六
・
三

明
治
四
〇
・

二

ク
一〇
・

四

♪三
九
・
一
二

〃
四
五
・
九

江
部
乙
町
東
一
一‒‒九

一
五

△
三
七
・

二

ヘ
五
一
・
四

昭
和
八
・
三

大
正
一
〇
・

四

創
立
年
月

(五
十
音
順)

会
員

名

第
二
章
工

協
立
土
建
(株)

船
奥

斉
一江
部
乙
町
西
一
二
‒‒一三

‒‒三
三
ク
四
一
・
三

木
村
滝
雄

木
津
川
久

神
部
金谷

俊
郎 樹

谷
産
業
(株)
奥
谷
克己

株株㈱

有
小
田
建
設

(株)
上

田
組

有
井
上
工
務
店
井
上
富
士
夫
。

(株)
池
辺
工
務
店

(株)
居

林
組

池辺
弘
二

居
林
幹
生

代
表
者
名

所

新
町
六
‒
一
〇
‒
三

幸
町三
‒
四‒‒一

八

在
地

山
内
康
裕
(昭
四
二
・
七
～
現
在)

真
佳
(昭
五
七
・
一～
現
在)

斉
藤
国
雄
(昭三

七
・
四～
昭
五
七
・
一)

(株)
澤

川
組

笹
木
産
業
(株)
笹
木

偷
佐
々
木
建
設

(株)(株)(株)

斉 近

今

組
藤

株)
サ
ー
ク
ル
鉄
工

野 藤設

組(株)
工 設 建 設

(株) 業
組 鉄

組 組 (有) 設 (株)田
中
忠
昭
大
町二
‒
八
‒
五

田端
北
川
次
昌
明
神
町
三
‒‒一‒‒一

五
真
佳
東
町二一‒‒一五〇

三
〇
・
四

一
四
・
九

二
一・
一〇

竹竹
中
「
組
竹中

泰 栄 一 住

進 産 興
業 産

友
組
住
友

・
武

建
設
川
北
秀
一
流
通
団
地三
―‒七ー‒三

一
笹
木
国
春
有
明
町
一
‒‒四
一‒二

(株)岡
本
昭三

朝
日
町
東
二
ー‒二
ー‒五

ミ
二
四・

七

組 ㈱(株)

潔
鈴
木
昭
廣
北
滝
の
川
一三
四
四‒‒一

九

一
の
坂
町
西
三
十‒五
‒‒三

一

業

(株)

少
覺
三
千
宏

信
和
建
設

(株)桝
田
廣
行
北
滝
の
川
一
一六
九

|幸
町
三
‒‒三

‒̶一二

新 宍

谷谷 戸 戸
三
晃
道
路

組
新谷

好
道

組
宍
戸
昭
一
朝
日
町
西三
―‒二
ー‒二
九

朝
日
町
西
三
‒‒‒一‒一

三

㈱(株)

三
共
舗
道
(株)
佐
久
間
純
一

北
川
次
昌
明
神
町三
一
‒
‒
一
五

澤
川
博
一

佐々
木
實
黄
金
町
西
三
一
四
‒
二

森
田
富
士夫

北
滝
の
川
一三
四
四一‒一

五

今
野
憲
雄
本
町三
‒‒一‒‒一

五

少覺三
千
宏
幸
町三
ー
三
ー
一二

近
藤

栄
町
四‒‒六

‒‒一
七

中
田

又
蔵

一

田
中
幹
雄

忠
幸
|
花
月
町
三
‒‒六
―‒
一九

宮
島

(株) 田 田 (有)(株)(株) 大 第 (有)鈴 信 信 (株)(有) (有)興(有)極

千千

田

端 中

建 管

大
丸
工

井
渓

虎
之
江
部乙
町
東
一〇
‒
一三
‒‒五

西
町三
ー三
ー
二
八

株)
木
津
川
組

木 (株)(株)(株) 奥 (有)(株)(有)

木
村
設
備
工
業
偷

神 金

部 谷谷
組

㈱

組組
新
町
三
‒‒九
一
三
三

|泉
町
一‒
一〇
‒‒一
六

花
月
町
一
‒‒七
‒‒二
六

北
滝
の
川
一
三
四
四
‒‒二
二

小
田
竜
蔵

上
田
満
雄

緑
町
六
‒‒六
‒
四

木 和 和

建 産 建
設

隆 香 東

建 西 建

幸
町三
‒‒三
‒‒二
一

江
部
乙
町
西
一二
ー‒六
ー
五
六

△
三
一
・
一〇

11 11

四
七
・
三

一 →

413

業

建
設
協
会
会
員
名
簿

田端

和
幸
朝
日
町
西
二
‒‒‒‒‒二

五
江
部
乙
町
西
一
二‒
三
‒‒五
七

明
神
町
四一
‒
‒
一七

(株)



第
八
編
産
業
・
経
済

(有)吉 (株)丸
(株)

(㈱)

若

村
建
設

室
藤

産
業

株
丸

中

松
原
設
備
工
業
(株)

偷
本
庄
工
務
店

(株)
滝
/
営

北
海
道
開
発
設
備
電
業

北
斗
建
設
(株)

古
沢

北
星
工
業
(株)

(株)不
二
水
道
滝
/
支
柳
沢

不
二
建
設
株)

不
二
建
材
工
業
(株)

出 日本
緑
化
施
設
(株)滝\

日
管
建
設
(株)
滝
/
営

中
山

組

道
央
建
鉄
(㈱)
西
田
完
一

若
林
洋
一

吉
村
信
隆

㈱

室 津
島

敏
史

新
町
一
‒‒四
‒‒一
六

花
月
町
一‒‒‒‒‒二

二
明
神
町四─‒八‒

一
一

緑
町二
‒‒六
‒‒二
二

黄
金
町
西三
‒‒二
―‒七

一
の
坂
町
東
三
‒̶一
三
ー
二
二

流
通
団
地三
―‒七
‒‒三

一
11

少
四
九
・
四

四
八・

少
四三
・
二

√
五
四・

二
△
二
八
・

四

少
一〇
・
八

少
四
六・

ヘ
二三
・

四

〃
二
五
・
三

小
五・

四
昭
和
四六
・
六

←
二
八・

四
少
一六
・
八

少
四
四
・
一二

〃

ク
四六・

七
心
五
七・
一二

初
代
居
林
興
次
郎
昭
一
三
・
一〇

中五
六
・
一〇在

株
式
会
社
居
林
組

大
正
十
年
四
月、
滝
川
市
に
お
い
て
土
木
建
設
請
負
業
を
開
業
し
た
の
が
同

社
の
始
ま
り
で
あ
る
。
昭
和
四
十
四
年
九
月
株
式
会
社
居
林
組
と
し
て
組
織
を

変
更
し、
諸
情
勢
の
進
展
と
と
も
に
経
営
の
合
理
化
に
つ
と
め
基
盤
の
充
実
を

図
り
業
績
を
拡
大
し
て
き
た
。

土
木
工
事
を
専
門
と
す
る
同
社
は、
地
元
滝
川
市
を
は
じ
め、
札
幌
・
石
狩

川
開
発
建
設
部、
札
幌
土
木
現
業、
空
知
支
庁
な
ど
空
知
管
内
が
主
体
で
公
共

工
事
を
中心
と
し
て
い
る
が、
創
業

以
来
「人
の
和
」
を
基
調
と
し
て
地

域
社
会
に
密
着
し
た
経
営
努
力
は
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

•
会
社
概
要

所
在
地

創
業
大
正
十
年
四
月

昭和
四
十
四年
九
月

二
、
〇
〇
〇
万
円

完
工
高
三
億
六
、
六
三
九
万
円

従
業
員
十
三
名

(昭
和
六
十
三
年
度
実
績
)

延
床
面
積 物
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建

一
四
八・
五
平
方
メ
ー
ト
ル

清
(曜五六:18)

・
歴
代
社
長

建
一、
六
一
一・
六平方

メー
ト
ル 本
社
敷
地
面
積

本
庄
敏文

高
橋
繁
一 武

松原
英
雄 悟

中
山
健三

中
山
公
子

千
葉
秀
男
西
町
七ー‒‒‒一三

二
幸
町三
‒‒三
一‒二
〇

一幸
町三
ー
三
ー
一六

明
神
町
四
ー
ーー
一
七

組

(㈱) 組 (株) 組

目
黒
運
倩

松
原
重
市

竹
村
吉
雄

中
山
弘
三

中
島
町
二
五

花
月
町
二
一‒六
一‒一

一

西
町
四十‒四̶

‒一
六

花
月
町
一―‒四

―‒四

扇
町
三
一‒一一

四
一

二

ク
二三
・
九

大一
〇
・
四

二
代
居
林

三
代
居
林
幹
生

現昭

株
式
会
社
神
部
組

創
立
者
神
部
為
蔵
が
道
庁
土
木
部
技
手
と
し
て
空
知
大
橋
架
橋
工
事
の
監
督

を
つ
と
め
て
い
た
が、
橋
の
完
成
を
機
会
に
官
界
を
退
き、
渡
道
の
大
志
に
道

を
求
め
て
空
知
川
河
畔
の
地
滝
川
に
居
を
定
め、
土
木
請
負
と
北
辺
農
地
開
拓

の
事
業
を
始
め
て
以
来
八
〇
年
の
神
部
組
の
基
礎
を
築
い
た
の
は、
明
治
四
十

年
二
月
で
あ
っ
た
。

当
時
の
滝
川
は、
明
治三
十
年
の
歌
志
内
の
分
村、
同
三
十
一
年
の
石
狩
川

414

(株)居 林 組

新
町
六
丁
目
一‒‒三

設
立

資
本
金

林

龍
雄
幸
町三
‒‒八
十‒三

九



(株)神 部 組

空
知川
の
大
水
害、
上
川
へ
の
鉄
道

開
通
等
の
大
き
な
事
柄
が
重
な
り、

従
前
ま
で
の
上
川
へ
の
中
継
地
と
し

て
の
特
権
は
失
な
わ
れ
人
口
は
激
減

し
た
こ
と
か
ら
商
工
業
は
極
度
の
不

振
に
陥
り
、
滝
川
村
民
は
失
望
の
ど

ん
底
に
停
迷
し
ま
さ
に
暗
黒
の
世
代

の
状
況
で
あ
った
。
従
って
土
木
事

業
の
辷
り
出
し
は
浮
沈
の
激
し
い
も

の
で
あ
っ
た。
し
かし
、
一級
町
村

制
の
実
施
に
よ
る
滝
川
町
と
改
称、

下
富
良
野
鉄
道
線
の
滝
川
分
岐
点
決
定
そ
し
て
着
工
(明
治四
十
四年)等、

明
る

い
展
望
が
ひ
ら
け
る
と
と
も
に
事
業
も
漸
く
軌
道
に
の
り
、
大
正
初
期
の
工
事

写
真
に
見
る
当
時
と
し
て
は
極
め
て
珍
し
い
堅
型
ス
チ
ー
ム
ボ
イ
ラ
ー
と
ミ
キ

サ
ー
を
導
入
し
た
先
見
性
を
も
っ
た
企
業
経
営
姿
勢
は
今
日
の
神
部
組
を
語
っ

て
余
り
あ
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
四
年
合
資
会
社
神
部
組、
昭
和二
十
七
年
株
式
会
社
神
部
組と
組
織
変

更
を
行
い、
業
界
の
先
達
と
し
て
全
道
的
な
範
囲
に
工
事
現
場
を
拡
張、
戦
後

復
興
を
はじ
め、
地
元
経
済
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

•
会
社
概
要

所
在
地

創
業

明
治
四
十
年二
月
十
一
日

三、
一五〇

万
円

工 二三
億
四
八
七
万
円
(昭
和
六
十
三
年
度
実
績)

従
業
員
数
八
七
名

本
社
敷
地
面
積

社
屋
竣
工

構
造

鉄
骨
造三
階
建

延
床
面
積
一、
一五
八
平
方
メ
ー
ト
ル

・歴
代
社
長
社
宅
三
棟

初
代
神
部
為
蔵
(明
四
〇
)

忠
治
(昭
一
四)

辰
郎
(昭
三
五
)

四
代
六代

神
部

二代
神
部
五
郎
(大
八)

俊
郎
(昭二

六
)

俊
郎
(昭
六一
・現
在)

株
式
会
社
斉
藤
組
(北
滝
の
川
一、
三
四
四
番
地
一
五
号
)

花
月
町
に
お
い
て
昭
和
十
年
、
当
時
の
国
鉄
指
定
業
者
と
し
て
創
立
さ
れ

た
。
昭
和三
十
年、
株
式
会
社
斉
藤
組
と
組
織
を
改
め
て
以
来
、
建
築
・
土

木
・
水
道
工
事
等
を
主
に
順
調
に
業
績
を
伸
ば
し
特
定
建
設
業
と
な
っ
た。

昭
和
五
十
八
年
現
在
地
に
社
屋
を

新
築
移
転、
信
頼
・
安
全
・
節
約
を

ト
モ
ッ
ト
ー
に
技
術
の
向
上
、
安
全
管

理
を
重
点
に
お
い
て
健
全
経
営
に
努

力
し
て
い
る
。
な
お二
代
目
社
長
斉

藤
国
雄
は
滝
川
建
設
協
会
初
代
会
長

と
し
て
実
に
十
期
二
十
年
間
に
わ
た

り
荒
波
の
中
に
あ
っ
た
建
設
協
会
を

温
厚
な
人
柄
と
誠
実
な
行
動
を
も
っ

て
よ
く
ま
と
め
て
き
た
。

•会
社
概
要

第
二
章

新
町
三
丁
目
九̶
三
三

完
工
高

資
本
金

業

(株)斎藤組

二、
三
七
五
・
八
四
平
方
メ
ー
ト
ル

昭
和
六
十二
年
十
月
三
十
日

三代五代
神
部
神
部

神
部

415



第
八
編
産
業
・
経
済

昭
和
十
年
一
月

二、
二〇
〇
万
円

七
四
名
(職
員
一
八
名、
作
業
員
五
六
名)

七
台

外
二
二
台

そ
の
他

建
築

本
社
社屋

敷
地
面
積

・
本
社
施
設
等

重
機
械
車
両

バ
ッ
ク
ホ
ー
四
台
、

六、
六一
一平方
メー
ト
ル

鉄
骨
造
二
階
建
延
床
面
積
六〇
一
平
方
メ
ー
ト
ル

昭
和
五
十
八
年八
月

管
理
棟
木
造
平
家
建
五
二
平
方
メ
ー
ト
ル

倉
庫
三
棟、

車
両
倉庫

一棟
・
歴
代
社
長

三
代
森
田
富
士
夫
(昭
五
八
・
四
～
現
在)

笹
木
産
業
株
式
会
社

昭
和
十
五
年、
新
十
津
川
町
下
徳
富
に
お
い
て
合
資
会
社
下
徳
富
木
工
場
と

し
て
創
設
さ
れ
た
の
が
笹
木
産
業
の
前
身
で
あ
る
。
昭
和
二
十
五
年
笹
木
組
と

し
て
滝
川
進
出、
土
木
建
築
請
負、
製
材
・
造
材
及
び
販
売
等
業
績
を
向
上
さ

せ、
昭
和二
十
九
年
二
月
笹
木
産
業
株
式
会
社
と
組
織
変
更、
営
業
内
容
も
建

設
業、
建
築
の
設
計、
管
理、
石
油
製
品
、
油
脂
製
品
の
販
売、
不
動
産
取
引

等
幅
広
く
業
域
を
拡
大
、
札
幌
支
店
・
神
奈
川
営
業
所
を
設
置
す
る
な
ど
全
社

一
丸
と
な
って
業
績
拡
充
に
努
力
し
て
いる
。

•
会
社
概
要

所
在
地

資
本
金

完
工
高

本
社

敷
地
面
積

二、
二〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

五
代
佐
久
間
純一

・
三

五
”(≧五四・

六
現

五六

在

(ハ
四
六
・
一

(昭
四
四
・
七

四
代
中
山
弘三
(昭五三

二
代
中
山
弘三
(ハ
四八
・
五・

昭
四六
・
一

(〃五
四・

五
四
億
七
千
万
円
(昭
和
六
十
三
年
度
実
績)

資
本
金

従
業
員
数

完
工
高

•
会
社
概
要

一
億
円

一
一五
名

(明
神
町
四
丁
目
一
ー
一
七)

道
路
建
設
の
工
事
量
が
多
く
な

り、
技
術
的
に
も
品
質
管
理
上
に
も

高
度
な
も
の
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
受
け
て
、
昭
和
四
十

四
年
設
立
さ
れ
た
当
社
は、
以
来
新
機
種
の
導
入
を
始
め
と
し
て、
技
術
の
研

鑚
開
発
に
努
め
た
結
果
業
績
は
著
し
く
伸
展
し
た
。
昭
和
四
十
九
年
業
務
の
円

滑
と
一
属
の
拡
充
を
図
る
た
め
本
社
を
札
幌
に
移
し
、
昭
和
五
十
二
年
資
本
金

を
一
億
円
と
し、
道
内
に
お
け
る
舗
装
業
界
で
は
有
数
の
企
業
に
成
長
し
た
。

笹木産業 (株)

建

会
社
設
立

延
床
面
積

六
六
七
平
方
メー
ト
ル

物
木
造
モ
ル
タ
ル

三二在

三
共
舗
道
株
式
会
社
滝
川
支
店

二代
笹
木
和
幸

初
代
笹
木
源
太
郎
"昭

五二
現昭

昭
五
四
・
四

四九 二
階
建

ト
ラ
ック

一
一億
七六〇

〇
万
円
(平
成
元
年度
実
績)

創
業

資
本
金

従
業
員

完
工
高

416

朝
日
町
西二
丁
目
一
番二
五
号

一
億
円

三
三
億
五
〇
〇
五
万
円
(昭
和
六
十
三
年
度
実
績)

・
歴
代
社
長

初
代
中
山
吉
次

三
代
中
山
吉
次

・
歴
代
社
長
昭
和
二
十
九
年二
月
二
十
五
日

初
代
斉
藤
数
男
(昭
一〇
・
一)、

二
代
斉
藤
国
雄
(昭
一
九
・
一)



第
二
章
工

業

・
歴
代
社
長

初
代
郷
作
太
郎
昭
三
五
・
二
・
一五

昭二
一
・七
・
二
五

小三
五
・
二
・
一
一

二
代
中
島
正
雄
ハ三
七
・
五
・
二
七

三
代
芥
川
裕
司
昭
五
二
・
五
・
二
三

昭
五二
・
五・二
三

〃
六
一・
五
・
二
九

(
昭
三
七
・
五
・
二
七

四
代
今
村

一
善

・

・
五
代
川
北
秀
一

現昭

昭六
一
・
五
・
二
九在

(流
通
団
地三
丁
目
七
ー‒三

一)

昭
和
二
十
一
年
七
月、
荷
揚
通
り

北
二
丁
目
に
お
い
て
滝
川
土
建
工
業

株
式
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
土
木
建

築
を
主
軸
に
営
業
を
開
始
し
た。
昭

和
二
十
二
年二
月
に
滝
川
建
設
工
業
株
式
会
社
と
商
号
変
更
、
更
に
業
績
向
上

に
合
わ
せ
昭
和
四
十
五
年
一
月、
株
式
会
社
泰
進
建
設
と
商
号
を
改
め、
昭
和

五
十
一
年
十
月
資
本
金
を
一
億
円
に
増
資
し
た
。

工
事
の
施
工
範
囲
は
空
知
管
内
を
は
じ
め、
全
道
一
円
に
わ
た
り
近
年
は
東

京
方
面
に
も
拡
大、
道
内
の
優
良
中
堅
業
者
と
し
て
の
地
位
を
固
め
、
毎
年
着

実
に
業
績
を
伸
長
さ
せ
堅
実
経
営
に
徹
し
、
百
億
円
企
業
を
め
ざ
し
て
全
社
挙

げ
て
努
力
を
続
け
て
い
る
。

•
会
社
概
要

本
社
敷
地
面
積
六、
九
五
四
・
八
六
平
方
メ
ー
ト
ル

造
鉄
骨
造
二
階
建

六
九
〇
・
六〇
平
方
メー
ト
ル

一、
二
七
七
・
九
三
平
方
メ
ー
ト
ル

完
工
高
九
一
億
二
、
五〇
〇
万
円
(平
成
元
年
度
実
績)

従
業
員

一三
二
名
(男
子
一
一九
名、
女
子
一三
名
)

(株)泰進建設

・
歴
代
支
店
長

(〃
五
九
・
111

初
代
中
田

二
代
山
本

明 勇昭
四
九
・
一〇

株
式
会
社
泰
進
建
設

昭
五
九
・
四在

田
端
建
設
株
式
会
社
(東
町二
丁
目
一‒‒五

〇
)

昭
和
十
四
年
九
月
楓
通
り
北
五
丁
目
に
田
端
組
と
し
て
創
業
し
た
同
社
は、

昭
和二
十
六
年
田
端
建
設
工
業
株
式
会
社
に
組
織
変
更
し、
更
に
昭
和
四
十
四

年
田
端
建
設
株
式
会
社と
商
号
を
改
め、

「業
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
」

を
経
営
理
念
に、

「よ
り
良
く
、
よ
り
速
く、
よ
り
安
全
に、
よ
り
廉
価
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
前
進
を
続
け
て

き
た
。
長
年
に
わ
た
る
そ
の
努
力
が

評
価
さ
れ、
昭
和
五
十
年
一
月
、
優

秀
施
工
業
者
と
し
て
北
海
道
知
事
か

ら
表
彰
の
栄
誉
を
受
け
た
。

田 端建設 (株)

昭
和
五
十
六
年
の
札
幌
支
店
設
置

に
続
い
て、
函
館
・
旭
川
と
支
店
綱

を
広
げ
、
全
道
的
な
規
模
で
官
庁
ほ

か
各
団
体
か
ら
の
土
木
工
事
を
受
注

す
る
な
ど
確
実
に
業
績
を
向
上
さ
せ

て
い
る
。
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構

建
物
面
積

延
床
面
積
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産
業・
経
済

•
会
社
概
要事
務
所
延
床
面
積
三
七
八
・
八
三
平
方
メ
ー
ト
ル

・歴
代
社
長

初
代
田
端
末
太
郎

一少
二二
二・
四

昭
一
四
・
九

二
代
田端

(昭
二
一
・
四

•
会
社
概
要

資
本
金

職
員
数

平
成
元
年
度完
工
高

三
十
一名

三、
八〇
〇
万
円

一
四億
五〇
七七
万
円

施
設
本
社
敷
地
二
七
五
平
方
メ
ー
ト
ル

建
物
鉄
筋
コン
クリ
ー
ト二
階建
四
八
五
平
方
メ
ー
ト
ル

独
身
寮
敷
地
四、
八
一
一平
方
メ
ー
ト
ル

木
造
モ
ル
タ
ル二
階
建二
九
一
平
方
メ
ー
ト
ル

建物
モ
ー
ター
プ
ー
ル
(含
事
務
所)

敷
地

一〇
、
五
三
一
平
方
メ
ー
ト
ル

建
物
鉄
骨
造平
家
建
計
四
五
七
平
方
メー
ト
ル

・
歴
代
社
長

機
械
類
選
別
機
一、
砕
石
機
一、
外
ユン
ボ
等
計
二
六
台

初
代
千
田
三
芳
(
昭三
〇
・
四
・
一五
～
昭
五
三
・
二・
一六)

在
)

二
代
北
川
次
昌
(昭
五
三
・
二
・
一
七
～
現

株
式
会
社
中
山
組
本
店

(明
神
町
四
丁
目
一‒‒
一七
)

大
正
十
二
年
中
山
吉
次
が
土
木
請

負
業
を
個
人
創
業
し
た
こ
と
か
ら
同

社
の
社
歴
は
始
ま
っ
た
。
昭
和
五
年

四
月
土
木
請
負人
の
認
可
を
受
け
兄

弟
と
共
に
資
本
金三
万
円
の
合
資
会

社
中
山
組
を
設
立
、
道
路
・
護
岸
・

河
川
改
修
・
築
堤
・
橋
梁
な
ど
下
請

時
代
の
経
験
と
実
績
を
も
と
に
堅
実

に
手
が
け
て
評
価
を
高
め
た
。

418

(株)千 田 組

昭
和
三
十
年
四
月
土
木
請
負
業
千
田
組
と
し
て
創
業、
昭
和三
十
四
年
十
二

月
、
株
式
会
社
千
田
組
に
組
織
を
変

え
土
木
工
事
を
主
力
に、
舗
装
・
造

園
等
事
業
を
拡
大、
誠
実
を
モ
ッ
ト

1
と
し
た
社
内
挙
げ
て
の
業
務
逐
行

努
力
に
よ
っ
て
世
上
の
信
頼
は
高
ま

り
、
優
秀
業
者
と
し
て
昭
和
四
十
九

年
三
月
北
海
道
知
事
よ
り
感
謝
状
を

受
け、
更
に
昭
和
六
十
三
年
十
月
北

海
道
開
発
局
長
よ
り
表
彰
状
を
お
く

ら
れ、
社
の
名
誉
と
し
て
一
層
の
努

力
を
誓
い
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

(株)中 山 組

創
業
年
月

昭
和
十
四
年
九
月

昭
和
二
十
六
年
十
二
月

二三
億
八、
六
七
七
万
円
(昭
和
六
十
三
年
度
実
績)

九
五
名

本
社
敷
地
面
積

完
工
高

従
業
員

資
本
金

設
立
年
月
」

七、
五〇
〇
万
円

武
(川
三
九
・
一
一

株
式
会
社
千
田
組
(明
神
町三
丁
目
一‒‒一

五
)

二
三
代
田
端
真
佳
昭
三
九・
一
二在

るo

構
造
鉄
骨
造
三
階
建



昭
和
十
九
年
、
株
式
会
社
中
山
組
と
組
織
名
称
を
変
更、
戦
後
復
興
の
中
、

機
械
化
を
は
か
り
業
績
を
伸
展
さ
せ
た
。
全
道
的
規
模
に
お
け
る
受
注
工
事
の

多
い
同
社
に
お
け
る
地
域
と
の
関
連
工
事
は
極
め
て
多
く、
道
道
滝
浜
線
と
国

鉄
函
館
本
線
と
の
立
体
交
差
工
事
は
五
年
の
歳
月
を
費
やし
た
戦
後
全
国
で
も

初
め
て
の
も
の
で
あ
り、
昭
和
三
十
七
年
完
成
の
石
狩
川
橋、
更
に
現
在
す
す

め
ら
れ
て
いる
国
道
十
二
号
バ
イ
パ
ス
道
路
の
新
空
知
大
橋
の
架
橋
工
事、
新

十
津
川
町
と
石
狩
川
を
ま
た
い
で
結
ぶ
滝
新
橋
工
事
も
中
山
組
な
ら
で
は
の
大

工
事
で
あ
り
地
域
社
会
建
設
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

同
社
は
経
営
の
近
代
化
に
は
特
に
意
を
用
い、
管
理
シ
ス
テ
ム
の
組
織
化
に

つ
と
め
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
導
入
を
先
駆
け、
合
理
的
な
企
業
体
制
を
確
立
し

て
、
札
幌
市
地
下
鉄、
高
速
道
路、
ダ
ム等
の
建
設
を
相
次
い
で
受
注、
昭
和

五
十
四
年
に
は
完
工
高
が
百
億
円
を
突
破、
名
実
と
も
に
道
内
有
数
の
業
者
に

成
長
し
た
。

昭
和
五
十
六
年
本
社
機
構
を
札
幌
に
移
し
、
建
設
部
門
の
強
化
拡
大
に
力
を

注
ぎ
都
市
部
で
の
受
注
に
努
力
し
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
昭
和
六
十
年
代
に
入

り
民
間
需
要
の
開
拓
を
目
指
し
て
企
画
開
発
部
を
新
設、
ま
た
技
術
管
理
部
門

を
充
実
さ
せ
高
度
化
す
る
施
行
技
術
に
対
応
し
て
施
主
の
信
頼
に
答
え
る
べ
く

努
力
を
傾
注
し
て
い
る
。

•
会
社
概
要

滝
川
本
店
滝
川
市
明
神
町
四
丁
目
一‒‒一

七
札
幌
本
社

営
業
所
網

資
本
金

社
員
数

四
億
五
〇
〇
〇
万
円

受
注
高

一、
五
八
七、
四
三
五万
円
(平
成
元
年
度)

不二建設 (株)

完
工
高一、
一七
〇
、
二三
〇
万
円

(平
成
元
年
度
)

歴
代
社
長

初
代
中
山
吉
次

(昭
一
九
～
昭
四
五)

二
代
中
山
弘
三

(昭
四
六
～
現
在
)

(花
月
町二
丁
目
六
一‒一

一)

昭
和
十
年
八
月、
砂
利
採
取
販
売

を
業
と
す
る
滝
川
砂
利
株
式
会
社
と

し
て
創
立
さ
れ
た
の
が
前
身
で
あ

る
。
昭
和
二
十
四
年
社
名
を
不二
建
設
株
式
会
社
と
変
更
し、
土
木
建
築
事
業

へ
の
進
出
を
は
か
り
そ
の
工
事
量
の
増
大
は
眼
を
み
は
る
も
の
が
あ
っ
た
。
昭

和
二
十
八
年
よ
り
舗
装
工
事
の
受
注
に
応
じ
そ
の
第
一
号
は
鈴
蘭
通
り
の
舗
装

工
事
で
あ
っ
た
が、
そ
の
後
受
注
量
は
順
調
に
伸
び
、
道
央
自
動
車
道
舗
装
工

事
を
中心
に
大
規
模
な
工
事
を
数
多
く
手
が
け
て
い
る
。

創
立
以
来
の
労
苦
と
経
験
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
不二
建
設
の
優
秀
な
技
術

は、
今
後
も
地
域
並
び
に
業
界
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
る
も
の
と
し
て
期

待
さ
れ
て
いる
と
こ
ろ
で
あ
る
。

・
会
社
の
概
要
二
億
円

資
本
金

組
織
機
構

四
部
制
(営
業
部
・
事
業
部
・
機
両
部
・
総
務
部)

三
支
店
(
滝
川
支
店
・
札
幌
支
店
・
仙
台
支
店
)

工 工
第
二
章

業

419

札
幌
市
東
区
北
十
八
条
東
一
丁
目
一三
‒‒一
八

東
京
・
函
館
・
旭
川
・
苫
小
牧
・
帯
広
・
釧
路
他

二
八
〇
名

不
二
建
設
株
式
会
社
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産
業
・
経
済

従
業
員
数
二〇
二
名
(全
社)

機
械
・
車
両
等
(全
社)

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン
ト
九
台
、

車
両
七
八
台構
造

延
床
面
積
一、
二七
三
平
方
メー
ト
ル

完
工
高
七
〇
億
一、
三〇
四
万
円
(昭
和
六
十三
年
度
実
績)

・
歴
代
社
長

初
代
広
部
弥
助
(昭
一〇
・
八
・
三
～
昭一
六・
九
・
二
五)

二代
蔦
井
与
三
吉
(〃
一六
・一〇

・
一～

一々九
・二
・
一
五)

三
代
中山

吉
次
(〃一

九・
二・二

六
～
”
二
〇
・三
・
九)

四
代
中
山
定
一
(〃二
〇
・
五
・
三〇
～
♪
二
四
・
五
・
一三
)

五
代
杉
森
文
彦
(〃二

四
・
五・
一三
～
♪
三三
・
九
・二
四)

六
代
佐
伯
利
吉
(〃
三
四
・
二
・
一～
ク三
八
・六
・二
九)

七
代
中
山
定
一
(〃三
八・

八
代
中
山
外
次
(〃
四〇
・
三
・
二
一
～
ク
五
七
・
九
・
二二
)

九
代
中
山
健三

(〃
五
七
・
九
・
二
二
～
現

在)

七
・
二
三
～
四〇
・
三
・
二
一)

第
十
節
製

造
業

地
勢
的
な
面
に
お
け
る
補
強
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
滝
川
は、
周
辺

地
域
へ
の
物
資
供
給
の
面
から
も
早
く
か
ら
土
木
建
設
用
の
資
材
製
造、
食
料

品
や
身
の
廻
り
品
等
の
製
造
が
行
わ
れ
地
域
経
済
の
活
性
に
大
き
く
寄
与
し
て

き
た
。
特
に
終
戦
後
に
お
け
る
混
乱
か
ら
脱
却
し
、
中
堅
商
業
都
市
と
し
て
の

発
展
を
目
指
し
た
各
企
業
の
努
力
に
よ
っ
て
確
実
に
業
績
を
拡
充
さ
せ
全
道
的

な
規
模
に
発
展
さ
せ
て
き
た
。

市
史
下
巻
に
お
い
て
は
工
場
誘
致
に
視
点
を
あ
て
こ
れ
ら
に
つ
い
て
記
述
さ

れ
て
い
る
と
ころ
で
あ
る
が、
製
造
を
主
と
す
る
企
業
に
つ
い
て
新
た
に
節
を

設
け
他
節
か
ら
移
節
な
ど
調
整
し
記
述
し
た
。

北
炭
機
械
工
業
株
式
会
社
滝
川
工
場
(泉
町二
六
九
番
地)

昭
和
十
三
年
創
業
の
当
社
は
半
世
紀
の
時
を
歩
み
続
け
て
き
た
が、
こ
の
間

軍
需
工
場
指
定、
民
需
生
産
許
可、
経
済
不
況、
労
働
争
議、
台
風
被
害
な
ど

の
迂
余
曲
折
を
大
きく
辿
り
な
が
ら、
昭
和
四
十
年
北
炭
機
械
工
業
株
式
会
社

滝
川
工
場
と
商
号
を
変
更
し
、
綜
合
機
械
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
す
ぐ
れ
た
生
産

技
術
と
意
欲
を
も
っ
て
着
と々
実
績
を
向
上、
国
内
の
み
な
ら
ず
、
中
国
、
イ

ンド
ネシ
ア、
フ
ィリ
ピ
ン
等
諸
外
国
へ
も
設
計
・
製
作
・
工
事
の
一
貫
作
業

を
も
っ
て
輸
出
し
確
固
と
し
た
地
位
を
占
め
て
いる
。

•
会
社
概
要

資
本
金

工
場
敷
地
面
積

工
場
建
物
延
床
面
積
九、
五
三
一
平
方
メ
ー
ト
ル

従
業
員
数

一二
三
名
(平
成
元
年
八
月
現
在)

製
造
営
業
品
目

鉱
山
機
械、
橋
梁
及
び
大
型
製
缶
品、

コ
ン
ク
リー
ト
二
次
製
品
用
機
器、
製
鉄
及

び
建
設
機
械、
ゴ
ム、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
機
及び
化
学
機
器、
公
害
防
止
設
備、

・
歴
代
社
長

初
代
深
谷
二
郎
(昭
四
〇
・
四
)

二
代
今
井
正
修
(昭
四
五
・
九
)

三
代
加
藤
博
俊
(昭
四
七
・
五)

四
代
広
部
亮一
郎
(昭五

一・
五～
現
在)

サ
ー
ク
ル
鉄
工
株
式
会
社

昭
和
二
十
四
年
一
月、
農
業
用
の
器
具
を
製
造
す
る
工
場
を
創
立
し
た
。
そ

の
後、
暖
房
・
建
設
設
備
等
幅
広
く
業
域
を
拡
大
す
る
と
と
も
に、
昭
和
四
十

420

重
機
械
類
五
九
台

一、
六〇
〇
平
方
メー
ト
ル

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建、
一部
三
階

本
社
敷
地
面
積

建
物

四
億
九
千
五
百
万
円

八
一、
六
五
一
平
方
メ
ー
ト
ル

外



(株)サークル鉄工

二
年
泉
町
工
業
団
地
に
移
転、
本
社

社
屋
並
び
に
工
場
を
新
築、
更
に
札

幌
支
店
の
外、
帯
広
・
美
幌
出
張
所

を
開
設
し
た
。
この
間
研
究
の
成
果

に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
ビ
ー
ト
移
植

機
は
コ
ン
ピ
ュー
タ
ー
内
蔵
に
よ
る

高
性
能
に
よ
り
高
く
評
価
さ
れ、
北

海
道
産
業
貢
献
賞
の
栄
誉
を
受
け

た
。
し
か
も
こ
れ
ら
器
械
は
日
本
の

み
な
ら
ず
世
界
各
国
か
ら
も
注
目
を

集
め、
ア
メ
リ
カ
・
ソ
連
・
ヨー
ロ

納

売
上
高

役
員
取
締
役
会
長

従
業
員
九
六
名
(男
八
七
名、
女
九
名
)

三
一
億
円
(平
成元
年
度
実
績)

少
覺
少
覺三
千
宏

代
表
取
締
役
社長

表
彰
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
北
海
道
産
業
貢
献
賞
受
賞

北
海
道
科
学
技
術
奨
励
賞
受
賞

北
海
道
社
会
貢
献
賞
受
賞

昭
和
五
十
五
年

一月
社
団
法
人
中
小
企
業
研
究
セ
ン
ター
賞
特
別
奨
励
賞
受
賞

昭
和
六
十
年
十
一
月

滝
川
市
政
功
労
章
受
賞

敷
地
面
積

建
物
事
務
所社

宅

工
場
一
、
二二
八
平
方
メ
ー
ト
ル

倉
庫
一、
六
一〇
平
方
メ
ー
ト
ル

五〇
五
平
方
メー
ト
ル

・
歴
代
社
長

初
代
少
覺

納
(昭
三
三
・
二
～
昭
五
六
・
二)

ツ 在)
二
代
少
覺
三
千
宏
(昭
五
六
・
三
～
現

日
本
ヒ
ュ
ー
ム
管
(株)
滝
川
工
場
(泉
町
一三
五
番
地)

昭
和
三
十
七
年
六
月、
滝
川
市
の
誘
致
企
業
と
し
て
戦
前
の
人
造
石
油(株

)
の
跡
地
に工
場
用
地
を
求
め
、
佐
木々
式
ブ
ロ
ッ
クを
引
き
続
き
生
産
を
開
始

し
た
。
昭
和三
十
九
年、
ヒ
ュ
ー
ム
管
製
造
設
備
を
新
設
、
操
業
を
開
始
し

た。
そ
の
後
需
要
の
拡
大
に
伴
い
順
次
改
造
新
増
設
を
行
い、
現
在
は
生
産
主

力
製
品
を
ヒ
ュー
ム
管
と
し
て
月
産
三
五〇
〇
ト
ン
の
能
力
を
有
し
て
い
る
。

・
工
場
概
要

従
業
員

四
〇
名

製
造
品
目

ヒ
ュ
ー
ム
管
、
B
O
X
カ
ル
パ
ー
ト

そ
の
他
セ
メ
ン
ト
製
品

•
会
社
概
要

資
本
金

第
二
章
工

業

所
在
地
滝
川
市
幸
町
三
丁
目
三
|
一
二

一
億
四二
五〇
万
円

421

ッ
パ
等
各
国
に
輸
出
さ
れ
て
い
る。
ま
た
特
許
登
録
は
国
外二
〇
件、
国
内
五

一件
に
達
し
て
い
る
。

「ア
イ
デ
ア
に
生
き
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
農
業
器
械
部
門
と
建
築
部
門
を
基

幹
と
し
て
、
常
に
他
を
模
倣
し
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
製
品
の
開
発
を
め
ざ
し
、
優

秀
な
研
究
・
技
術
者
を
ス
タ
ッ
フと
し
て
養
成
す
る
こ
と
を
経
営
の
基
本
に
据

え
、
こ
れ
ら
ス
タ
ッ
フ
を
中
核
と
し
た
経
営
組
織
を
確
立
し
た
成
果
は
地
域
社

会
に
密
着
し
着
実
に
そ
の
実
績
を
伸
ば
し
て
き
た
。

昭
和
三
十
五
年
よ
り
、
建
設
設
備
に
そ
の
業
域
を
広
げ、
組
織
と
人
を
生
か

し
た
和
に
よ
る
創
造
力
を
基
盤
に
堅
調
な
努
力
を
続
け
て
い
る
。

一七、
二
八〇
平
方
メ
ー
ト
ル

六
五
一
平
方
メー
ト
ル

・
本
社
及
び
工
場

昭
和
四十
九
年
一月



第
八
編
産
業・
経
済

生
産
量
の
推
移

二三
、
三
五
四
ト
ン

一七、
三
八
〇
ト
ン

二
六、
六
一
七
ト
ン

二八
、
〇
八
〇
ト
ン

二
九、
一〇
五
ト
ン

博
(昭
和
五〇
・
八
～
昭
和
五三
・
八)

冠二
(〃
五三
・
九
～”

五八・
八)

信雄
(〃

五八
・九
～々

六一
・九)

北
興
化
学
工
業
株
式
会
社
(北
滝
の川
一
四
七
番
地
)

昭
和二
十
五
年二
月二
十
七
日
、
留
辺
蘂
町
に
会
社
創
立
と
同
時
に
北
海
道

工
場
を
建
設
、
撤
粉
ボ
ル
ドー
の
生
産
を
開
始、
そ
の
後
岡
山
県、
新
潟
県、

秋
田
市
と
順
次
工
場
を
増
や
し
業
績
を
拡
大、
昭
和
四
十
五
年、
留
辺
蘂
工
場

を
閉
じ
、
滝
川
市
に
新
工
場
を
建
設
し
道
央
地
区
に
根
拠
を
確
保
し
た
。

同
社
は
良
質
の
農
薬
製
造
を
目
ざ
し
生
産
種
類
や
数
量
も
増
大
し
て
い
る

が
、
公
害
問
題
に
は
特
に
意
を
用
い
諸
施
設
を
整
え
万
全
を
期
し
操
業
し
て
い

る
。

・事
業
内
容

(2)(1)(1)農
業
薬
品、
工
業
薬
品
、
医
薬
品
及
び
動
物
用
薬
品
の
製
造
販
売
並
び
に
輸
出
入

農
業
用、
工
業
用、
医
療
用
及
び
研
究
用
機
械、
器
具
、
資
材、
施
設
の
製
造
販

売
並
び
に
輸
出
入

(5)(4)(3)飼
料及
び
飼
料
添加
剤
の製
造
販
売
並び
に輸出

入
農
林
水
畜
産
物
の
生
産、
加
工
及
び
売
買
並
び
に
輸
出
入

前
各
項
に
附
帯
関
連
す
る
一
切
の
業
務

・工
場
の
状
況

創
昭
和二
十
五
年
二
月
二
十
七
日

立

五三
、
〇
〇
〇
平
方
メー
ト
ル

二
五
億
九
、
四
〇
一
万
円

(東
京
証
券
取
引
所
市
場
一部
上
場)

約
七
〇
名

四
代
下
井
俊二
(五〇
・
九～
五五
・七)

五
代
石
井
卓
雄
(五
五
・
八
～
六
〇
・
七)

六
代
谷
田
部
浩
(六
〇
・
八
～
現
在)

株
式
会
社
種
田
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
所
(有
明
町二
丁
目
四‒‒五

三
)

昭
和
十
六
年
四
月、
種
田
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
所
と
し
て
種
田
三
郎
が
個
人

経
営
に
て
創
業、
昭
和
三
十
四
年
五
月、
株
式
会
社
種
田
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

所
と
組
織
を
変
更、
昭
和
四
十
八
年
七
月
、
日
本
工
業
規
格
表
示
許
可
工
場
の

指
定
を
受
け、

一般
コン
ク
リ
ー
ト
製
品、
道
路
用
製
品、
下
水
道
用
製
品
等

を
製
造
販
売
を
業
と
し
、
地
域
経
済

の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
な
が
ら
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

•会
社
概
要

資
本
金

円
(平
成
元
年
度
)

年
商
額

施
設
設
備

敷
地
面
積
九、
三
三
九
平
方

事
務
所

工
場

鉄
骨
造二
階
建

○
平
方
メ
ー
ト
ル

木
造
二
階
建

延
床
面
積
一
四
五
・
二

(株)種田コンクリー ト工業所

ク
六
二

ヘ
六〇

心
五
八

11

心
五
六

昭
和
五
四

・
歴
代
工
場
長

七
代
八
島

六
代
萩
原

五
代
鈴
木

八
代
秋
葉
弘
己
(〃

六
一・
一〇
～
現

在)

六
三
六
一

ク
五
九

"
五
七

昭
和
五
五

二
四、
七
一
五
ト
ン

二〇
、
一六
五
ト
ン

二〇
、
八
三
〇
ト
ン

三
一、
五
六
六
ト
ン

二
七、
二八
四ト
ン

従
業
員
数

歴
代工
場長

資
本
金

敷
地

11

=

422

七
〇
〇
万
円

約一
億
九、
〇
〇
〇
万

メ
ー
ト
ル



延
床
面
積
九
九
九
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル

設
備

プ
ラ
ン
ト
設
備
一
式
、
試
験
機
類
等
一
式

・
歴
代
社
長

初
代
種
田
三
郎
昭
三
四
・
七

小四二
・三

昭
六
二
・
一〇在

三
代
種
田
嘉
則

不
二
建
材
工
業
株
式
会
社
(中
島
町二
五
番
地)

不二
建
設
株
式
会
社
の
砂
利
事
業
部
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
が、
昭
和
四
十

六
年
九
月、
一層
の
事
業
拡
大
と
地
域
社
会
の
発
展、
貢
献
を
目
指
し
分
離
独

立
、
不
二
建
材
工
業
株
式
会
社
と
称
し
、
砂
利
、
生
コン
、
土
木
の
各
部
門
に

業
績
を
充
実、
更
に
平
成
二
年
四
月、
製
品
部
門
を
設
置
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

•
会
社
概
要

資
本
金

三
、
〇
〇
〇
万
円

不二建材工業 (株)

施
設
並
び
に
設
備

敷
地
面
積
ト
ル

方
メ
ー
ト
ル

月
産
能
力
二
〇
、
〇
〇
〇
立

砂
利
プ
ラ
ン
ト
製
造

方
メー

ト
ル

月
産
能
力
二
一、
〇
〇
〇
立

設
備
生
コン
プ
ラ
ン
ト
製
造

建
物
事
務
所、
ボ
イラ
ー
室
、
骨
材
貯

蔵
庫
(二
)、
機
械
室
、脱
水
上
家

計
一、
一四
一
・八
一平
方
メ
ー

ト
ル

歴
代
社
長

昭
四
六
・

(“六
〇
・
一〇

三一

三
代
中
山
公
子

初
代
中
山
外
次

二
代
中
山
邦
雄

〇六
・

三
六 〃昭

昭
六
三
・
四在

株
式
会
社
上
田
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
所
(花
月
町
三
丁目
一〇
‒‒一

一)

大
正
十
四
年
四
月、上

田
岩
太
が
個
人
営
業
で
創
業
し
た
が、こ

れ
が
当
地
方

に
お
け
る
コン
ク
リ
ー
ト
業
の
さ
き
が
け
で
あ
った。

昭
和二
十
五
年
四
月、

株
式
会
社
上
田
コン
ク
リー
ト工
業
所
と
商
号
を
変
更、
昭
和三
十
五
年、
日

本
工
業
規
格
表
示
許
可
工
場
と
な
り、
更
に
昭
和
三
十
八
年、
札
幌
通
産
局
長
よ

り
J
I
S
優
良
工
場
と
し
て
表
彰
さ
れ
た。
こ
の
年
か
ら
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
生

産
設
備
を
設
置
、月
産
一
万
ト
ン
に
達
し
た
。昭
和
五
十
一年
四
月、
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
部
門
を
分
離
し
別
組
織
と
し
た
が
道
内
コ
ン
ク
リ
ー
ト
業
界
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
品
質
の
維
持、
改
良
に

努
力
し
、
そ
の
技
術
は
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。

昭
和
六
十
一
年
三
月、
当
社
考
案

製
造
のT
M
式
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

高
圧
管
が
優
良
道
産
品
と
し
て
「ツ

ル
の
マー
ク
」
表
示
の
許
可
を
得
て

い
る
。

七
〇
、
〇
〇
〇
平
方

•
会
社
概
要

敷
地
面
積

メ
ー
ト
ル

主
な
建
物

第二
章
工 工

業

職
員
並
び
に
従
業
員
二
九
名

(昭
四
二
・
三

(〃
六
二
・
一〇

二
代
種
田
良
一

職
員
数
四
二
名

現

(株)上田コンクリート

一
一二
、
〇
一
五
平
方
メ
ー

423



第
八
編
産
業
・
経
済

屋
内
作
業
場
等
六
棟、

事
務
所

一棟
二
基、
ボ
イラ
ー
設
備
二
基

門
型
ク
レ
ーン

二
基
、
屋
内
ク
レ
ー
ン

二
基
他

一〇
〇
名

六、
〇
〇
〇
万
円

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
製
造
販
売

二
代
上
田

三
代
上
田
英
二
昭
四
四～
昭六
二

昭
六二～

現
在

上
田
生
コン
株
式
会
社

昭
和
五
十
一
年
四
月、
(株)上

田
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
所
の
生
コ
ン
部
門
を
分

離
し
て
設
立
さ
れ
上
田
生
コ
ン
株
式
会
社
と
し
て
発
足
し
た。
当
社
は
生
コン

の
製
造
販
売
を
主
体
に
営
業
し
て
い
る
が、
生
コ
ン
は
特
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
製

品
な
ので
製
造
工
程
に
お
け
る
管
理
・技
術
に
は
特
段
の
努
力
を
払
っ
て
い

る
。

•
会
社
概
要

資
本
金

主
な
設
備
事
務
所

一棟
、

公
害
防
止
設
備

一式
、
ア
ジ
テ
ー
タ
ー
ト
ラ
ッ
ク
等
一〇
台
他

歴
代
社長
初
代
上
田

茂

二
代
上
田
英
二

大
栄
産
業
株
式
会
社
(有
明
町
一
丁
目
四
‒‒二)

昭
和
三
十
九
年
二
月、
笹
木
源
太
郎
に
よ
って
創
立
さ
れ
た
当
社
は、
昭
和

四
十
五
年
四
月、大

栄
産
業
株
式
会
社
と
社
名
を
変
更、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
U

型、
同
じ
く
A
型、
更
に
コン
クリ
ー
ト
積
ブ
ロ
ッ
ク
等
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

タキ生コン (株)工場 大 栄 産 業 (株)

J
I
S
表
示
許
可
工
場
と
し
て
順
調

に
業
績
を
伸
展、
現
在
に
至
る
。

•会
社
概
要

資
本
金

年
商
額
八
億
五、
〇
〇
〇
万
円

敷
地
面
積
四
五
、
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル

ル
工

場
四二
六
平
方
メ
ー
ト

事
務
所
床
面
積
一二
四
・
五
平

方
メー
ト
ル

職
員
従
業
員
数
四
四
名

・
歴
代
社
長

初
代
笹
木
源
太
郎

(昭
三
九
・
二)

二
代
笹
木
和
幸

(昭
四
二
・
四
)

(昭
五
五・
五～
現
在)

タ
キ
生
コ
ン
株
式
会
社

(江
部
乙
町
一八
二
五
十‒六二

)

約
二
〇
年
間
に
わ
た
り
滝
川
市
に

本
拠
を
置
き
建
設
用
資
材
の
取
扱
い

を
主
に
総
合
商
社
と
し
て
活
躍
し
て

き
た
(株)北
斗
商
販
が、
輸
入
セ
メン

ト
の
需
要
拡
大
を
図
り
、
地
元
経
済

の
活
性
化
に
寄
与
す
べ
く、
平
成元

年
八
月
江
部
乙
町
に
直
営
生
コン
工

424

一、
七
〇
〇
万
円

主
な
設
備

生
コン
製
造
プ
ラ
ン
ト

従
業
員
数

資
本
金

営
業
品
目

・
歴
代
社
長

初
代
上
田
岩
太
昭
二
五
～
昭
四
四

茂

二、
五〇
〇
万
円
指
令室

一
棟

三
代
笹
木
国
春

(
2
六
二
・二

現

(昭
五一・

四在
昭
六
二
・
二



場
を
建
設
完
成
さ
せ
直
ち
に
操
業
を
開
始
し
た
。

タ
キ
生
コ
ン
江
部
乙
工
場
の
特
色
は、
徹
底
的
な
品
質
管
理
の
も
と
、
よ
り

良
好
で
低
コ
ス
ト
の
製
品
の
追
求
に
つ
と
め
る
た
め
、
最
新
鋭
の
全
自
動
バ
ッ

チ
ャ
ープ
ラ
ン
ト
を
主
軸
に
道
内
有
数
の
設
備
を
有
す
る
工
場
を
め
ざ
し
、
よ

り
良
い
安
定
し
た
製
品
を
送
り
出
す
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
つ
と
め
て
い
る
こ
と

に
あ
り
、
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

会
社
概
要

設
立

資
本
金

事
業
内
容

セ
メ
ン
ト
販
売

土
木
建
築
用
機
械
の
賃
貸
他

一
一、
三
五
五
・
七
五
平
方
メ
ー
ト
ル

バ
ッ
チ
ャー
プ
ラ
ン
ト
、
ミ
キ
サ
ー
、
全
自
動
操
作
盤

セ
メ
ン
ト
サ
イ
ロ、
骨
材
貯
蔵
ビ
ン
、
混
和
材
タ
ン
ク

コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
試
験
機、
そ
の
他
各
種
機
械

一五
名
(男
一
四
名、
女
一
名
)三

初
代
清
水
但
男

現昭

昭
六
三
・
一
一在

株
式
会
社
北
海
道
興
産
空
知
営
業
所
(江
部乙
町
東
九丁
目
七〇
八
番
)

新
生
興
産
株
式
会
社
滝
川
工
場
と
し
て
昭
和
四
十
一
年
四
月、
各
種
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
品
の
製
造
を
目
的
と
し
設
立
さ
れ
た
同
社
は、
昭
和
五
十
八
年
四
月、

販
売
事
業
を
業
務
に
お
り
こ
み
表
記
の
よ
う
に
名
称、
組
織
を
変
更
、滝
川
工
場

を
空
知
営
業
所
に
包
含
し
業
域
を
拡
大
し
堅
実
な
経
営
努
力
を
続
け
て
い
る
。

•会
社
概
要

工
場
設
立

資
本
金

従
業
員

第
二
章
工

業

一
〇
名

五〇
〇
万
円

昭
和
四十
一
年
四
月

工
場
敷
地

ブ
ロ
ッ
ク
マ
シ
ン

一九、
六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ラ
ン
ト

一台
二
台

売
上
高 設
備

・
歴
代
工
場
長

二
代

昭
児
(昭
四
一)

英
雄
(昭
四二
～
昭
四三
)

茶
木

初
代
杉崎向
井
正
次
(昭
四
四～
昭
五
七)

繁
(昭
五
八
～
現
在)

ミ
ユ
キ
洋
服
株
式
会
社
滝
川
工
場
(花
月
町
二
丁
目
一〇
一‒九
)

昭
和
四
十
九
年、
小
牧
大
丸
株
式
会
社
は
滝
川
工
場
を
開
設
紳
士
服
の
生
産

を
始
め
た
が、
昭
和
五
十
四
年
工
場
増
設
と
と
も
に
販
売
部
門
店
舗
を
オ
ー
プ

ンし
業
域
を
拡
大
し
た。
そ
の
後
滝
川
第二
工
場、
第三
工
場
を
増
設、
従
業

員
も
一
二〇
名
と
な
り
資
本
金も
三
、
七
五
〇
万
円
と
増
資
さ
れ
た。
昭
和
六

十
三
年
、
社
名
を
ミ
ユ
キ
洋
服
と
変
更、
スー
ツ、
礼
服、

ニ
ュー
オ
ー
ダ
ー

の
生
産
販
売
を
軸
に
多
角
的
に
業
績
を
拡
大
充
実
さ
せ
て
い
る
。

・平
成
二
年
六
月
末
実
績

一
二
万
着

六
億
円

・
歴
代
社
長

・歴
代
滝川
工
場
長
初代

丸
井
ニ
ット
株
式
会
社
滝
川
工
場
(江
部乙
町
西
一一丁

目
七
‒
一〇
)

旧
北
辰
中
学
校
屋
内
体
育
館
跡
に
設
置
さ
れ
た
当
工
場
は、
婦
人
用
ニ
ッ
ト

ウ
ェ
ア、

ニ
ッ
ト
肌
着、
紳
士
用
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
を
製
作、
本
社
(大
阪
市)

に
直
送
し
て
い
る
が、
工
場
の
実
績
向
上
と
地
域
産
業
振
興
に
寄
与
す
べ
く
従

業
員
一
五
名
は
全
力
投
球
で
努
力
し
て
い
る
。

・
歴
代
社
長
初
代
丸
井
元
二
郎
(昭
五
〇
・
四
～
現
在)
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昭
和
六
十
三
年
十
一
月

一、
〇〇
〇
万
円

生
コン
ク
リー
ト
の
製
造
販
売

敷
地
面
積

主
な
設
備

従
業
員

歴
代
社
長

年
生
産
量

年
商額

初
代
平
林
節
夫
(昭三
二
～
現
在)

柘
植
和
清
(昭
四
九～
現
在)

三
億
四、
〇
〇
〇
万
円
(平
成
元
年
度
実
績)

三
代
四
代
松
田



第
八
編
産
業・
経
済

(株)ティエール

株
式
会
社
テ
ィ
エ
ー
ル

婦
人
ブ
ラ
ウ
ス
の
縫
製
を
事
業
内

容
と
す
る
株
式
会
社
テ
ィ
エ
ー
ル

が、
平
成
二
年
八
月、
流
通
団
地
に

設
立
さ
れ
新
工
場
を
立
地し
た。
年

商
額
二
億
円
を
目
指
す
も
の
で
、
十

月
現
在
に
お
い
て
一
日
約
八
〇
〇
枚

の
婦
人
ブ
ラ
ウ
ス
が
順
調
に
生
産
さ

れ
て
お
り
、
将
来
は
滝
川
を
基
幹
工

場
と
し
、
道
内
に
一
工
場
を
設
け
年

間
七〇
万
枚
の
生
産
出
荷
を
計
画
し

て
い
る
。

会
社
経
営
の
モ
ッ
トー
は
「
愛
」。
そ
の
た
め
の
日
常
の
ス
ロー
ガ
ン
は、

1
融
和
を
大
切
に
す
る
。
2
生
産
は
愛
で
あ
る
(自
分が
着るつも

り
で)。

3
職
場

を
い
と
お
し
む
(整
理
整頓
さ
れ
た
職
場)。

の三
本
柱
で
あ
り、
従
業
員
の
意
識
は

高
く
、
生
産
計
画
を
修
正
す
る
ほ
ど
労
働
に
対
す
る
レ
ベ
ル
が
高
い
と
評
価
さ

れ
て
い
る
。

•
会
社
概
要

所
在
地

資
本
金

従
業
員
数

敷
地
面
積

建
物
延
面
積
七〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

六
十
三
名
(男
子
十
一
名
、
女
子
五
十二
名
)

三
、
二三
二
・
五
六
平
方
メ
ー
ト
ル

・歴
代
社
長

初
代
吉
田
庸
一
郎
(平
二
・
八
～
現
在
)

(株)楽楽食品滝川工場

株
式
会
社
楽
楽
食
品
北
海
道
滝
川

工
場
(流
通
団
地三
丁
目
五
十‒六)

昭
和
三
十
年
創
業
の
当
社
は、
昭

和
五
十
二
年
株
式
会
社
楽
楽
食
品
と

し
て
組
織
変
更、
八
王
子
工
場
を
主

力
に
中
国
料
理
店
向
け
の
商
品
を
東

京
を
中
心
に
一流
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト

ラ
ン
に
納
入
。
経
験
・
技
能
・
セ
ン

ス
・
科
学
的
考
察
が
溶
け
合
っ
た
独

自
の
ノ
ウ
ハウ
が
集
積
さ
れ
た
製
品

は、
美
味
高
質
の
故
を
も
っ
て
高
い

評
価
を
う
け
て
い
る
。

平
成
元
年
業
務
拡
張
に
伴
い
滝
川
市
流
通
団
地
に工
場
を
新
設、
道
産
の
良

質
な
原
材
料
を
使
い
高
品
質
商
品
を
提
供
す
べ
く
着
実
な
努
力
を
続
け
て
い

る
。
「お
い
し
い
も
の
を
造
り
だ
す
こ
と、
そ
れ
は
即
ち
人
の々
幸
せ
に
直
接

貢
献
す
る
こ
と
だ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
前
進
し
て
い
る
。

•
会
社
概
要

本
社

東
京
都
八
王
子
市
千
人
町
四―‒一〇

一
二
二

三、
三
八
五
万
円

資
本
金

年
商
額

約
五
億
円
(平
成
元
年
分)

歴
代
社
長
初
代
相
良
勇
夫
(昭
五二
・
四
～
現
在)

・
滝
川
工
場

敷
地面
積

建
物
構
造

延
床
面
積

着
工

三
、
九
六〇
平
方
メー
ト
ル

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一
部
二
階
建

一、
四
六
六
・
八
四
平
方
メ
ー
ト
ル

平
成
元
年
七
月
五
日

竣
工
平
成
元
年
九
月三
十
日
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流
通
団
地三
丁
目
五
番
十
三
号

七〇
〇
万
円



梨澤大

(有)大沢商店

操
業
開
始
平
成
元
年
十
月二
日

四
十
名

従
業
員

有
限
会
社
大
沢
商
店

(流
通
団
地三
丁
目
三
一‒二
三)

昭
和二
十
二
年
本
町
に
お
い
て
大

沢
竜
一
が
製
め
ん
業
を
個
人
と
し
て

開
業、
昭
和
四
十
四
年
有
限
会
社
に

改
組、
昭
和
五
十三
年
十
月
流
通
団

地
に
新
工
場
を
建
設
し
移
転、
平
成

元
年
十
月
よ
り
手
延
べ
め
ん
滝
の
糸

の
製
造
を
開
始
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
こ
の
間
、
施
設
の
拡
充
に
つ
と
める
と
共
に
、
衛
生
管
理
の
徹
底
に
努

力、
昭
和
六
十
年
北
海
道
食
品
衛
生
協
会
会
長
賞
の
受
賞
を
は
じ
め
多
く
の
賞

を
獲
得、
製
品
は
中
空
知
を
主
力
に
全
道
一
円
に
納
入
し
て
い
る
。

会
社
概
要

年
商
額

資
本
金

麺
類
製
造
及
び
販
売
(生
う
ど
ん
・
そ
ば
・
ラー
メ
ン
等
三
二
品
目)

事
業
内
容
食
品
材
販
売

國
學
院
女
子
短
期
大
学
内
食
堂
経
営

工
場

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建

延
床
面
積
二、
二
四
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

一
F
生
メ
ン製
造工
場

二
F
滝
の
糸
製
造
工
場
一、

一二〇
平
方
メ
ー
ト
ル

一、
一二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

建
物

モ
ヤ
シ
、
カ
イ
ワ
レ
大
根、
麵
類、
納
豆、
豆
腐、
冷
凍
食
品
、
漬
物、

そ
の
他
食
料
品
の
製
造

二
〇
〇
万
円

八
、
〇
〇
〇
万
円
(平
成
元
年
度
)

敷
地
面
積
七
四〇
・
五
九
平
方
メ
ー
ト
ル

昭
和
五十
七
年十二

月
新
築
鉄筋
コン
ク
リー
ト
一
部二
階
建

第
二
章
工 三
十
二
名

業

427

(有)雨竜商会

役
員

代
表
取
締
役
社
長

大
沢
竜
一

取
締
役
専
務

大
沢

一
彰

有
限
会
社
雨
竜
商
会

(本
町
二
丁
目
七
番
五
号
)

雨
竜
町
所
在
の
蜂
須
賀
農
場
が
収

納
す
る
小
作
米
一
万
石
の
加
工
販
売

及
び
農
業
資
材
の
一
括
購
入
を
目
的

と
し
て
大
正
八
年
八
月
一日
現
在
地

に、
前
田
久
吉
、
柏
信
次、
市
川
珠

蔵
が
出
資
し
て
合
資
会
社
雨
竜
商
会

を
設
立
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

大
正
十
一
年
八
月
の
水
害
に
よ
る
濡
れ
米
の
利
用
の
た
め
同
年
十
一月
よ
り

味
噌
、
正
油
の
醸
造
を
開
始
し
た
。
昭
和二
十
一
年
前
田
醸
造
部
と
改
称、
前

田
久
吉
個
人
の
所
有
と
し
経
営
を
続
け
た
が、
昭
和二
十
五
年
九
月
法
人
と
し

て
組
織
を
改
め、
有
限
会
社
雨
竜
商
会
と
改
称
し
た
。
昭
和
三
十
四
年
ビ
ル
マ

産
マ
ッ
ペ
を
原
料
と
し
た
豆
も
や
し
の
栽
培
生
産
を
開
始
し
現
在
に
至
っ
て
い

る
が
、
味
噌
正
油
の
生
産
は
昭
和
四
十
三
年
末
を
も
っ
て
停
止
し
た
。

•
会
社
概
要

取
扱
品

資
本
金

年
商
額

施
設
設
備

従
業
員

一、
〇
〇
〇
万
円

一
億
八
、
〇
〇
〇
万
円

敷
地
面
積
二、
三〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル



家 木 繊 食 総

具 材
・
装 木

備 製

品 品 品

衣
服
・
そ
の
他
の
繊
維
製
品

維
工
業
製

食
料
品
・
飼
料
・
た
ば
こ 数

年
別
産
業
別
工
場
数
従
業
員
数

五
四
年
=
一〇
〇
%

前
年
度
比
%

製
造
品
出
荷
額
等
(万
円
)

五
四
年
=
一
〇
〇
%

前
年
度
比
% 数

五
四
年
=
一
〇
〇
%

前
年
度
比
% 数

100.0
一〇八・六

二、〇一九、六八四

100.0

一〇三・三

一、二元一

100.0
九九・〇 101

一二三・四

二三・四

二、二九〇、二七八

九七・九
九七・九

一、二六四

101.0
101.0

1011

五
六
年二三六・九

二二・九

二、五六三、七〇六

10一・三

10三・五

一、三〇八

1011.0

1011.0 10円

一二〇・六
九五・〇

二、四三六、二九九

九六・九
九五・六

一、二五一

101.0

九八・一

10三

五
八
年二二八・四
九八・三

二、三九二、〇八二

九三・六
九六・六

一、二〇九

九八・〇
九七・一 九九

一三三・九

10三・七

二、四八一、七〇〇

九一・ 九八・〇

一、一八五

九四・一
九六・〇 九五

二三 〇・一
九七・七

二、四三五、二二一

八九・三
九七・一

一、三五一

九三・一
九八・九 九四

二
九・四

九九・四

二、四一二、六四九

八九・九
100・九

一、一六一

101.0

一〇八・五

10三

二七・一
九八・一

二、三六五、六九五

八五・九
九五・五

一、二〇九

九五・〇
九四・一 九六

六
三
年二六・四

九九・四

二、三五〇、六三

八五・九
100.0

一、二〇九

九三・一
九六・九 九三

設
備

延
床
面
積
六
〇
八
・
九
二
平
方
メー
ト
ル
(一
階
工
場二
階
住
宅
)

モ
ヤ
シ
栽
培
室
八
〇
・
〇
八
平
方
メ
ー
ト
ル、
自
動
撤
水
機
一、
自
動
洗
滌

第
八
編
産
業
・
経
済

機
一
、
自
動
包
装
機、
自
動
整
列
機、
冷
蔵
庫
等

・
歴
代
社
長

初
代
前
田
久
吉

(.二五・カ
”
四
〇
・
九

二
代
前
田
博
正
(昭
四
〇
・

現

在九

事
業
所、
従
業
者
数、
製
造
品
出
荷
額
等
の
推
移

五
四
年

〇七

三 四四○四

一三九

六

三

三

一七九 三四

一、二六四
10三

六六二 四五 吴六 元四四

一八〇 二四

七毛三 至五 四六

三

九
一

二

一七三 三四

一、三〇八
100

〇五三 �五 毛五 = 八司四
二

二

一、三五一
1011

三� �四 毛五 二 八云

七

一、二〇九 九九
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